
 　

 

 

  

 
 

　

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会）
・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）
・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

　組織の創設から10周年の節目を迎えた
全日畜は、6月14日（木）、第10回の定時
社員総会と、総会終了後に同会場で総会
記念「全日畜セミナー」を開催します。
　総会では、「人口減少」や「国際的な貿
易交渉」等の多くの課題を抱える下での
畜産経営者への支援活動等についてご
審議いただきます。
　全日畜セミナーでは、今日の畜産業に
もっとも精通しておられる 南波利昭 氏 を
講師にお招きしてご講演をいただきます。
かじ取りの難しい現下の畜産経営につい
て何かヒントを見つけることができればと
考えております。どうぞご参加ください。

第１回理事会等を開催

　平成30年度の全日畜活動を本格始動す
るために、5月17日（木）第１回理事会を開
催。併せて、5月8日（火）には第１回運営
委員会を開催しました。
　会議では、10年の節目を迎え、さらに生
産者支援活動を推進する方策等について
検討を始めました。
　今年度は、新たに全日畜が実施するこ
とになったJRA事業「スマート畜産調査普
及事業」等を核に、地域組織と連携した地
域活動を活発に行っていきます。

 （写真下 全日畜の理事会のみなさん）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜）

 

 

（写真下 全日畜の運営委員会のみなさん）
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○ 第１回事務局長会議を開催
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　全日畜との連携活動である要請活動などの他、地域の特性
を踏まえた独自事業が活発に展開。研修会や意見交換会な
どの「経営資質の向上対策事業」や、畜産クラスター事業を中
心とした「畜産振興支援事業」等は、大きな成果を発現。

（写真上 総会で開会の挨拶をする鶴薗会長）

　全日畜は、日本中央競馬会（JRA）が公募した平成30年度のJRA畜産振興事業に応募し、「スマート畜産調
査普及事業」を実施することになりました。この事業は、人口減少課題を抱える下で畜産生産現場の労働力
確保対策を掲げて、最新の畜産技術を活用したスマート畜産の普及を図るものです。

鹿児島県全日畜が第9回定時会員総会と講演会を開催

平成30年度の諸活動について、実務者会議等をスタート

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

地域活動も本格的にスタート  （鹿児島からキックオフ）

　今年度の全日畜活動では、地域組織と連携した地域
での活動強化を掲げたことを踏まえて、5月21日（月）地
域全日畜と県全日畜の事務局長を招集して第１回事務
局長会議を開催。
　会議では、今年度のALIC事業「養豚農業実態調査」
で、養豚主産地４会場で実施するワークショップ型の実
態調査の実施や、JRA事業「スマート畜産調査普及事
業」で、２年間で４会場で実施する全日畜シンポジウム
の開催等について、具体的な連携方法等について打合
せを行いました。

　講演会は、ALICの「畜産の情報」で全国に紹介された大
分大学の 大呂興平 教授の講演。巨大な畜産経営体の
「みらいグローバルファーム」と、「矢岳牧場」の調査から今
後の展望等を考察。講師は、「いずれにせよ、産地としての
仕組みづくりが不可欠」とまとめられた。

  （写真左 「超大型肉用牛繁殖経営の出現」と題した講演会）

JRA事業「スマート畜産調査普及事業」の技術検討委員会を開催
（写真 出席された事務局長のみなさん）

（写真 熱心な審議が続く技術検討委員会）

　5月28日（月）、外部の専門委員による「技術検討委員
会」を開催。この委員会は事業の円滑な実施について
検討支援をいただくもので、試験研究者2名、学識経験
者4名、畜産経営者2名、施設機器メーカー関係者2名
の計10名の外部委員で構成。
　事務局からの事業説明の後、具体的な実施方法等に
ついて、各専門分野の委員から貴重なご意見をいただ
きました。
　会議では、7月24日～25日に鹿児島県で開催を予定
している、第１回の全日畜シンポジウム「スマート畜産
への期待」や、畜産経営者や施設機器メーカーを対象
としたアンケート調査について活発に議論しました。




